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このプロジェクトは…

 呉広域地域には、良いものや美しい場所がたくさんあるにも
かかわらず、地元の若い世代・子ども世代はその地域の名産
品や観光資源を知りません。もちろん地域外からの認知度も
低く、観光客数が呉広域地区まで波及していません。

そこで、ご当地ならではの特産品や観光資源をイラスト化し
た「ご当地マスキングテープ」を制作し、特産品や観光地が
効果的に表現できているか（まずは地元の人がイラストを見
て特産品等が分かるかどうか）、買いたいと思う雑貨かどう
かのアンケート調査を行うことにしました。

さらに、こういった「売りたい雑貨」のPRツールとして、マ
スコミの活用ができるように、4支部でプレスリリースの技
術を学ぶ研修会を行うことが本事業の目的です。

プレスリリース（広報活動）の仕方を研修で学び、
自らの事業所でも情報発信する知識を習得する



4カラー… 地域の紹介

広島市

4つの色…

それが4カラー

（プロジェク
ト）です



ご当地ならではの特産品や観光
資源をイラスト化
「売りたい雑貨」のPRツール



ご当地マスキングテープ



リーフレット 各地区紹介



音戸・倉橋地区



川尻地区



安浦地区



安芸灘地区



4支部でプレスリリースの技術
を学ぶ研修会



プレスリリース研修

プレスリリースとは…
官庁・企業・団体などが広報
のために、報道関係者に向
けてする発表。また、そのた
めに配布する印刷物。

制作した雑貨を
PRする方法を
学ぶ研修。



実施項目 実施内容 実施時期 実施状況
・先進地である倉敷へ
視察

・地域産業資源を中心
にイラストデザインの
リストアップ

・デザインコンセプト
設計

・プレスリリース研修
会

・取り扱いピックアッ
プ店舗のリストアップ

・プレスリリース

・委員会開催

倉敷でのマスキングテープ
や缶バッジ雑貨販売を視察

川尻、安浦、安芸灘、音戸、
倉橋リストアップ作業

・デザイン専門家とコンセ
プト策定

・4支部で持ち回り研修

・アンケート調査を行う店
舗

4店舗以上で実施

・アクティブニュースや経
済レポート、中国新聞への
プレスリリース3回以上

実行委員会形式で開催

5月～8月

5月～8月

8月～11月

～2月

～2月

青年部長単独視察し
役員会で報告

6/8青年部長・事務局、
おりでちせデザイ
ナー訪問

6/3 川尻20名
7/25 安芸灘18名
9/14 安浦 17名
10/19音戸倉橋 6名

実施スケジュール



地区名 青年部候補

事業所

実施状況

安芸灘（豊・豊浜・
蒲刈・下蒲刈）

高下石材、
The Tea Cosy

取材依頼中
（3月中）

安浦 上田忠 取材済み

川尻 三四五屋 取材依頼中
（3月中）

音戸倉橋 カープボート プレスリリー
ス記事作成

◆プレスリリース担当（予定）→あくてぃぶヒロシマ
https://www.active-hiroshima.jp/

◆１月末までに事業所確定
→ プレス記事提出３月プレスリリース

https://www.active-hiroshima.jp/


「ご当地マスキングテープ」
を制作し、特産品や観光地が
効果的に表現できているか
（まずは地元の人がイラスト
を見て特産品等が分かるかど
うか）買いたいと思う雑貨か
どうかのアンケート調査実施



アンケート実施数

・川尻…185票

・安浦…185票

・音倉…175票

・安芸灘…164票

●有効全体数 709 人

男女比

男性 198 人：女性 511 人



デザインについての回答

 かわいいと思う
…682人

 かわいくない

…3人

 どちらでもない
…24人

96％の人がかわい

い！と回答



テープを見て名産品が分かるかの回答

 分かる…656人

 分からない…22人

 どちらでもない
…33人

92%

3%
5%

ご当地品の認定効果

分かる 分からない どちらでもない

92％の人が分かると

回答



購入したいかどうかの回答

 買いたい…567人

 買いたくない…28人

 どちらでもない
…114人

80%

4%

16%

購入意欲の比較

買いたい 買いたくない どちらでもない

80％の人が買いた

い！と回答



年代別の購入意欲

●709人中購入した
いと答えた人数

～20歳… 158 人

 20～35歳… 147 人

 35～50歳… 133 人

 50歳～… 104 人

29%

27%

25%

19%

年代別の購入意欲

～20 20～35 35～50 50～

幅広い年齢層
の人が買いたい！と回答



支部別購入意欲調査

●各支部で購入した
いと答えた人数

・川尻 142人/ 185人中

・安浦 133人/ 185人中

・音倉 121人/ 177人中

・安芸灘 144人/ 164人中

77%

72%
68%

88%

川尻 安浦 音倉 安芸灘

支部別購入希望率

各支部で68％以上
買いたい！と回答



購入希望価格帯

 300円以上で購入
したい… 132人

 200円台で購入し
たい… 179人

 200円未満で購入
したい… 256人

17%

33%

50%

購入したい人の希望価格帯

300円以上 200円台 200円未満

300円以上が５０%と

回答



支部別希望価格平均額

 支部別平均価格

186.75

198

187

183

179

全体 川尻 安浦 音倉 安芸灘

支部別購入希望平均価格

全体 186.8

円
HI LOW

川尻 198円 500円 45円

安浦 187円 800円 20円

音倉 183円 800円 50円

安芸灘 179円 1000円 20円

特産品・観光地のイラストで付加
価値をつけて高く設定する



まとめ

アンケートに回答した人のうち、97％がデザインをかわいいと思ってお
り、80％の人が買いたい（あげたい・もらいたい）と回答しています。

また、テープを見て地域の名産品（観光資源）が分かると答えた人は
92％で、ご当地マスキングテープの効果も期待できると言えます。

価格帯については購入希望額の記入式であったため、希望平均額は低く
出ていますが、製造原価や、お土産品としての用途などを考えると売
価は300～400円くらいが妥当だと思います。
但し、200円台が全体の層で買いやすい金額となっていることもアン
ケートから読み取れます（全体の33％）。
（※300円以上の購入額を記入した人は全体の17％）

これらのアンケート結果を踏まえ、今後は委員会を立ち上げ、販売する
方向で詳細を考えていく予定です。

意見欄には、全体的に「かわいい」と記入されて
いる人が多く、「特産品が分かって良い」「お土
産にあげたい（もらいたい）」「ツールとしてマ
スキングテープは良い」「4つセットで売ってほ
しい」「もう少しカラフルな（明るい）方が良
かった」「使い方が分からない」等の意見もあり
ました。


